
---市の人口と世帯数---可

6月1日現在 前月比 ｜

人口 31 ，644人 （十13） ｜

男 15，515人 （＋19） ｜

女 16， 129人 （－6） ｜

世帯 8，780世帯（＋14）
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東小で

ひとあし早い運動会
I 夏休みを前にひとあし早し､運動会一。 さる6月,0日、

I 東小学校校庭で、親子体育祭が行われました。

この催しは、束小学校PTA (山県裕会長）が中心とな

’ って、父兄の親睦の体力つくりをねらいとして、毎年行つ

’ ているもので、今年で10回目を迎えました。

l 1時間授業参観のあと、校庭で5つの地区に別れ、児童
I もお父さんやお母さんと一緒に競技に参加。初夏の日ざし

I を浴びながら、親子で楽しい一日を過ごしました。

｜ 運動会は、 9月、 ，0月が本番です。これから夏休みに入
I りますが、水難事故や、交通事故などにあわないよう、気

｜ をつけて楽しい夏休みを過ごしてください。

（写真提供東小学校）
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高萩市市民憲章
自然をたいせつにし､美しいまちをつくりましょう

きまりを守り、明るいまちをつくりましょう

礼儀を正しくし､うるおいのあるまちをつくりましょう

元気で働き、豊かなまちをつくりましょう

思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう
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茨城放送「高萩市政だより」は毎週日曜日、午前9時20分から。テレホンサービス「市政案内」は(3) 1151･1152てす。
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恒
例
の
「
高
萩
市
民
ま
つ
り
」
が
、
第
９
回
を
迎
え
７
月
創
日
と
塑
日
の
２
Ⅲ

日
間
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
催
し
は
、
郷
土
高
萩
の
認
識
を
深
め
、
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
、
市
民
川

の
心
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
市
民
総
参
加
の
も
と
に
行
う
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
川

て
い
ま
す
。

り
か

市
民
の
み
な
さ
ん
が
そ
ろ
っ
て
参
加
し
、
擁
大
な
「
市
民
ま
つ
り
」
に
し
ま
Ⅲ

ど
ほ

１
レ
レ
ム
シ
甸
〆
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、
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迎
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‐
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ば
こ
写
へ
こ
こ
は
ソ
レ
高
萩
こ
の
年
の
７
月
鋤
日
・
即
日
に
、
開
催

民
太
平
洋
に
…
…
さ
れ
た
第
４
回
高
萩
市
民
ま
つ
り
に
行

市
日

こ
の
一
高
萩
市
民
ぱ
や
し
」
は
、
さ
わ
れ
た
の
が
最
初
で
、
今
年
で
５
年
目

２２
〃
る
鉛
年
、
市
制
施
行
加
周
年
を
記
念
し
を
迎
え
ま
す
。

日
。

１
１

て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
歌
手
都
は
る

２
２
高
萩
市
民
ま
つ
り
も
２
日
間
、
各
町

み
さ
ん
に
よ
っ
て
吹
込
ま
れ
ま
し
た
。

内
や
地
域
ご
と
に
車
の
ダ
シ
や
こ
ど
も

「
高
萩
市
民
ぱ
や
し
」
の
お
ど
り
は
、
ミ
ゴ
ン
共
ピ
、
八
ｒ
勺
と
ａ
Ｊ
ｂ
５
ｒ
．
、

ミ
コ
シ
な
ど
が
町
内
を
ね
り
あ
る
き
、

‐

市
民
あ
げ
て
の
ま
つ
り
に
定
着
し
て
き

た
よ
う
で
す
。

今
年
も
「
市
民
ぱ
や
し
」
の
流
し
お

ど
り
が
駅
前
通
り
を
中
心
に
行
わ
れ
ま

す
。

「
市
民
ぱ
や
し
」
の
流
Ｌ
お
ど
り
は
、

７
月
訓
日
の
午
後
６
時
如
分
鼓
笛
隊
の

パ
レ
ー
ド
の
あ
と
、
同
７
時
鋤
分
か
ら
、

駅
前
通
り
で
流
し
お
ど
り
が
開
始
さ

れ
、
同
９
時
終
了
と
な
り
ま
す
。

お
ど
り
は
、
簡
単
で
す
か
ら
、
ど
な

た
に
で
も
す
ぐ
で
き
ま
す
。
服
装
な
ど

は
、
ふ
だ
ん
着
で
じ
ゅ
う
ぶ
ん
で
す
。

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
お
ど
り
の
列
に
入

っ
て
一
‐
高
萩
市
民
ぱ
や
Ｌ
」
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

流
し
お
ど
り
は
駅
前
通
り
で

お
ど
り
を
お
し
え
ま
す

「
高
萩
市
民
ば
や
し
」
の
お
ど
り
の

講
習
を
受
け
た
い
各
種
の
団
体
や
、
グ

ル
ー
プ
（
、
人
以
上
）
に
は
、
講
師
を

派
遣
し
ま
す
の
で
、
日
時
や
場
所
を
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
・

連
絡
は
、
市
役
所
商
工
課
（
電
話
③

２
１
１
１
内
線
２
６
４
）
へ
ど
う
ぞ
。

交
通
規
制
に
ご
協
力
を

型
日
は
、
「
市
民
ぱ
や
し
」
流
し
お

へ
〃
）

ど
り
の
た
め
、
交
通
規
制
（
左
図
参
照
）

が
あ
り
ま
す
。
交
通
規
制
（
雨
天
順
延
）

は
、
午
後
６
時
か
ら
午
後
９
時
扣
分

ま
で
車
の
進
入
や
駐
車
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
マ
イ
カ
ー
な
ど
ご
利
用
の
方

は
、
当
日
の
交
通
規
制
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。ま

た
、
訓
日
と
犯
日
の
２
日
間
は
、

各
町
内
な
ど
で
こ
ど
も
ミ
ゴ
シ
や
、
車

の
ダ
シ
な
ど
も
ね
り
あ
る
き
ま
す
の
で

自
動
車
を
運
転
す
る
方
は
、
と
く
に
注

意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

｢弓一方通行
値 3については､路線

バスを除く）雨天の場合は順延
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》

ま
き
会
場
跡
地
↓
花
貫
ダ
ム
↓
第
一
浄

〃
目
で
み
る
市
政
教
室
〃
に

水
場
↓
老
人
い
こ
い
の
家
↓
国
際
電
を

茨
城
衛
星
通
信
所
↓
高
萩
・
十
王
衛
生

あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

セ
ン
タ
ー
↓
公
害
対
策
室

ひ
ど
り

↓
竜
子
城
吐
↓
手
綱
工
業
団
地
↓
お
手
市
長
公
室
広
報
広
聴
係
（
電
③
２
１

弓
ｑ
、
Ｊ
Ｆ
Ｌ
・
・
二
二
言
ｔ
、
〃
ｆ
Ｈ
４
二
二
二
一
口
、
Ｂ
Ｂ
ｆ
Ｌ
・
ニ
ー
二
言
。
、
‘
〃
Ｊ
１
国
二
三
一
一
Ｆ
ｑ
、
，
″
ｆ
■
、
ユ
ニ
｜
二
言
可
ｎ
７
ｆ
、
畠
二
二
】
』
口
、
■
〃
ｒ
ｈ
ロ
ー
二
宮
幸
，
、
Ｊ
ｆ
、
Ｐ
二
】
二
言
、
、
Ｊ
■
ｈ
二
二
二
言
可
、
〃
Ｉ
、
二
二
一
『
言
Ｌ
、
Ｊ
Ｊ
Ｌ
、
二
三
二
言
。
．
、
Ｔ
／
咄
、
二
二
二

灘
蕊
簾
黙
謹
静

騒

ろ

鼬

一
一の

っ
た
が
、
一
局
岡
地
区
で
は
、
朝
７
時
に
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
望
ん
で
い
ま

鰄
”

あ日の

ゞ
。
’
…
ｉ
‐
織
蕊
？
詩

応
本
郷
芳
さ
ん
（
鎚
歳
）
上
君
田
一
弓
註
三
Ｊ
Ｊ
Ｔ
：
“
一
Ｊ
恥
一
刷
訂
田
母
毎
一
密
一
》

（
元
高
萩
市
消
防
長
）
当
時
は
、
時
代
背
景
も
そ
う
だ
ろ
う
躍
蕊
謹
》
蟹
”
一

高
萩
市
が
誕
生
し
て
妬
年
た
つ
ん
で
が
‐
祝
賀
会
と
い
っ
て
も
、
今
の
よ
う
蕊
蕊
蹴
一
諏
隷
、

す
ね
。
：
：
．
早
い
も
の
で
す
ね
。

昭
和
調
年
ｎ
月
認
日
に
、
高
萩
町
、

鵜
嚇

松
岡
町
、
高
岡
村
と
黒
前
村
、
櫛
形
村

総
務
課
の
管
財
に
ま
わ
っ
た
こ
ろ
は
溌一辮率

一

の
一
部
が
合
併
し
た
わ
け
だ
が
、
高
岡
市
有
財
産
の
台
帳
が
不
備
で
ね
。
毎
日
識

村
役
場
か
ら
、
市
役
所
に
通
っ
た
の
は
毎
日
、
登
記
所
へ
通
い
ず
め
て
整
備
し
職
和
訓
年
５
月
市
制
誕
生
を
祝
し
て
市

昭
和
訓
年
１
月
か
ら
で
す
。
そ
れ
ま
で
ま
し
た
。
大
変
な
量
で
ね
…
。
：
今
思
う
民
あ
げ
て
の
ち
ょ
う
ち
ん
行
列

み
な
さ
ん
の
地
域
や
、
い
ろ
い
ろ
な

団
体
な
ど
で
、
市
政
懇
談
会
を
希
望
す

る
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

期
日
な
ど
は
協
議
の
う
え
決
定
し
ま

す
。
あ
て
先
は
、
高
萩
市
本
町
１
１
１

０
０
高
萩
市
役
所
市
長
公
室
広
報
広
聴

係
（
電
③
２
１
１
１
内
線
２
１
９
ま
た

は
２
３
０
）
で
す
。

○
石
井
健
一
さ
ん
１
赤
浜

社
会
福
祉
の
た
め

５
１
，
３
５
２
円

○
本
町
商
店
会

交
通
遺
児
の
た
め１

０
０
，
６
３
５
円

｝
）

１
１
内
線
２
１
９
ま
た
は
２
３
０
）

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

雨
の
場
合
で
も
行
い
ま
す
。
昌
一
食
は

各
自
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

時
間
は
、
午
前
９
時
に
市
役
所
玄
関

前
を
出
発
し
、
帰
り
は
午
後
３
時
ご
ろ

の
予
定
で
す
。

市
政
懇
談
会
を

希
望
す
る
か
た
は

早
め
に
連
絡
を

｜
后

謹
呈
届

ル
〉
フ

識

、

螺

擢

鍛

罐

聖

軽

一

撫

啼

鍔

唾

耀

鱈

躍

鐵

率

癖

‐
鰯
啄
噸
・
畷
皿
鱒
㎡
噌
帥
鎧
錨
鋸
溌
毒
蕊
謹
評
癖
碗
》
》
碑
抑
軍
、
が
一
一
科
も
．
》
紳
圭
》
鋸
や
》
一

、
‐
で
一
諏
蕊
段
※
》
蕊
重
一

‐
‐
ｖ
ま
：
群
》
蚕
津
鷺
一
々
註
》

趨

犯

一

脚

口

‐

Ｅ

一

Ｆ

三

↓

牙

一

一

口

》

》

Ｆ

》

ロ

ー

斗

句

〃

／

、

、

，

［

Ｈ

門

包

》

母

語

》

一

》

一

価

や

」

一

鈴

や

函

に
力
了
ふ
Ｊ
鴛
：
：
司
『
』
宰
口
・
Ⅱ
》
罫
鈎
亜
壺
評
晶
簸
繩
柵
畔
》
訶
万
且
Ｊ
Ｆ
Ｔ
＃
、
§

識
期
形
鷺
〃

の：郡：隷雪一思

鑿

巨

痘

窪

万

幸

蕊

密

一

恵

民
回

市市
で
は
、
高
萩
市
を
さ
ら
に
住
み
よ

い
ま
ち
に
す
る
た
め
に
、
あ
な
た
の
お

気
付
き
や
ご
意
見
を
お
た
ず
ね
す
る
た

め
、
加
歳
以
上
の
人
の
う
ち
か
ら
、
人

に
１
人
の
割
合
で
無
作
為
抽
出
し
、
該

当
す
る
人
に
調
査
票
を
お
送
り
い
た
し

ま
し
た
。

ご
回
答
い
た
だ
い
た
こ
と
に
よ
っ
て

ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
は
ま
っ
た

く
あ
り
ま
せ
ん
。

○
回
答
期
限
は
、
７
月
瓠
日
ま
で
で
す
。

も
れ
な
く
記
入
が
終
り
ま
し
た
ら
。
同

封
の
封
筒
に
入
れ
て
、
切
手
を
は
ら
ず

に
郵
便
ポ
ス
ト
に
入
れ
る
か
、
ま
た
は

市
役
所
市
民
相
談
室
に
お
届
け
く
だ
さ

る
様
お
願
い
し
ま
す
。

○
こ
の
調
査
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
高
萩
市
役
所
市
長
公
室

広
報
広
聴
係
（
電
③
２
１
１
１
内
線
２

１
９
ま
た
は
２
３
０
）
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。
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ｎ

Ｇ
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ｅ
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みなさんに協力を呼びかけ

青
少
年
の
非
行
を
未
然
に
防
止
し
、

明
る
い
社
会
を
築
く
た
め
に
は
、
地
域

ぐ
る
み
で
彼
ら
を
と
り
ま
く
環
境
を
整

備
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
市
教
育
委
員

非
行
化
を
防
ぐ
に
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い

＄
』

一
へ
）

わ
が
国
の
青
少
年
非
行
は
、
こ
こ
数
年
ふ

え
続
け
、
昨
年
は
、
凶
悪
犯
や
窃
盗
犯
な
ど

の
″
刑
法
犯
少
年
〃
の
人
口
比
（
少
年
千
人

あ
た
り
に
対
す
る
比
率
）
は
、
戦
後
最
高
を

記
録
し
ま
し
た
。
さ
て
、
こ
れ
か
ら
７
月
、

８
月
に
か
け
て
の
時
期
は
、
夏
休
み
な
ど
に

入
る
た
め
、
青
少
年
の
非
行
が
多
く
な
り
ま

す
。
夏
と
い
う
開
放
感
か
ら
、
衝
動
的
行
動

を
と
り
や
す
く
な
り
、
彼
ら
を
と
り
ま
く
環

境
を
見
な
お
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
月
は
青
少
年
の
非
行
化
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
た
。

会
電
③
１
１
３
１
）
で
は
、
７
月
の

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
月
間

に
あ
わ
せ
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
協
力

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

か

…
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪

や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う

と
す
る
国
比
運
動
で
す
。

青
少
年
の
非
行
防
止
と
非
行
に
陥
っ

た
者
の
更
生
の
た
め
、
地
域
ぐ
る
み
で

協
力
の
輪
を
広
げ
、
彼
ら
の
健
や
か
な

成
長
を
助
け
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て

い
る
も
の
で
す
。

期
間
は
７
月
１
日
か
ら
瓢
日
ま
で
の

１
カ
月
間
で
、
と
く
に
夏
休
み
に
多
い

青
少
年
の
非
行
を
防
ぐ
た
め
、
家
庭
、

職
場
、
地
域
ぐ
る
み
の
協
力
が
必
要
と

な
る
わ
け
で
す
。

青
少
年
の
非
行
は
衝
動
的

最
近
の
青
少
年
の
非
行
は
、
「
ス
リ

ル
を
求
め
て
」
「
カ
ッ
コ
い
い
か
ら
」

「
う
さ
ば
ら
し
」
な
ど
ほ
と
ん
ど
が
衝

動
的
で
す
。

非
行
の
内
容
で
は
、
万
引
き
、
家

出
、
性
非
行
、
薬
物
の
乱
用
、
暴
走
族

の
自
動
車
非
行
な
ど
遊
び
型
の
非
行
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
背
景

に
は
、
選
択
力
や
判
断
力
の
未
熟
な
青

少
年
が
、
ま
わ
り
の
俗
悪
な
環
境
か
ら

多
く
の
影
響
を
受
け
て
、
非
行
に
走
る

原
因
と
も
な
る
の
で
す
。

み
ん
な
の
力
で

非
行
は
防
げ
る

こ
の
よ
う
な
非
行
問
題
は
、
限
ら
れ

た
法
令
の
規
則
の
み
で
は
解
決
で
き
る

〆ー

ー

若
い
力
を

職
場
に
社
会
に

７
月
の
第
３
土
曜
日
、
訓
日
は
「
勤

労
青
少
年
の
日
」
で
す
。

働
く
青
少
年
が
充
実
し
た
職
業
人
と

し
て
の
生
活
を
営
み
、
将
来
の
産
業
と

社
会
を
に
な
う
べ
く
す
こ
や
か
な
成
長

を
願
い
、
ま
た
、
広
く
国
民
が
働
く
青

少
年
の
福
祉
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解

を
深
め
る
た
め
、
昭
和
妬
年
に
設
け
ら

れ
た
も
の
で
す
が
、
今
年
で
、
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
事
業
主
の
み
な
さ
ん
は

ス
ポ
！
シ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
会

を
催
し
た
り
、
話
し
合
い
の
場
を
も
う

け
た
り
し
て
、
勤
労
青
少
年
を
励
ま
す

と
と
も
に
お
互
い
の
交
流
を
、
よ
り
深

め
る
よ
う
つ
と
め
て
く
だ
さ
い
。

母
子
家
庭
と
寡
婦
の
方
へ

市
母
子
福
祉
会
で
は
、
技
能
教
室
を

開
き
ま
す
の
で
、
受
講
し
て
承
ま
せ
ん

か
。

○
と
き
７
月
か
ら
３
月
ま
で

月
１
回

○
教
室
の
内
容

着
付
、
手
編
み
、
洋
裁
（
ス
カ
ー

ト
）
、
料
理
、
パ
ー
マ
セ
ッ
ト
な
ど

○
受
講
資
格

原
則
と
し
て
会
員
と
し
ま
す
が
、

母
子
家
庭
と
寡
婦
の
方
な
ら
受
講

で
き
ま
す
。

○
申
し
込
み
先

高
萩
市
有
明
町
２
の
３
柴
田
ふ

さ
子
（
電
②
３
７
０
９
）
ま
で
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急
な
道
路
へ
の
飛
び
出
し
に
よ
る
事
故
頭
部
打
撲
の
重
傷
を
お
っ
た
。
茨
城
市
大
津
町
の
市
道
で
小
学
生
（
６
★
道
路
へ
出
る
と
き
、
急
な
ま
が
り
か

７
月
に
な
る
と
子
ど
も
た
ち
の
夏
休
ど
で
、
一
た
ん
止
ま
り
左
右
の
安
全
を

道
路
へ
出
る
と
き
は

み
を
ひ
か
え
て
、
水
の
事
故
と
と
も
に
、
た
し
か
め
る
。

左
右
の
安
全
を
確
め
て
★
自
転
車
も
一
度
降
り
て
、
左
右
の
安

交
通
事
故
が
問
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
今
月
は
、
子
ど
も
た
ち
の
交
全
を
た
し
か
め
て
か
ら
出
る
。

通
事
故
の
う
ち
一
番
多
い
「
飛
び
出
し
」

車
の
直
後
の
横
断
歳
）
は
、
車
の
直
前
の
横
断
で
左
足
骨
★
車
の
直
前
、
直
後
か
ら
の
飛
び
出
し

と
「
車
の
直
前
や
直
後
の
椣
断
」
に
ょ
５
月
２
日
午
後
２
時
妬
分
一
」
ろ
、
北
折
、
頭
部
打
撲
の
重
傷
を
お
っ
た
。
は
や
め
よ
う
。
か
な
ず
車
の
通
過
を

る
事
故
事
例
を
拾
い
、
な
ぜ
事
故
が
起
茨
城
市
磯
原
町
の
県
道
で
、
小
学
生
次
の
点
に
注
意
す
れ
ば
事
故
は
防
げ
る
見
送
り
、
左
右
の
安
全
を
た
し
か
め
て〉

き
た
か
、
み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
（
７
歳
）
は
、
帰
宅
途
中
兄
さ
ん
に
反
１
月
か
ら
５
月
ま
で
の
間
に
発
生
し
横
断
す
る
。

弓
ノ
Ｏ

対
側
か
ら
呼
ば
れ
て
飛
び
出
し
、
対
向
た
子
ど
も
の
人
身
事
故
は
お
件
（
北
茨
（
高
萩
警
察
署
提
供
）
一

‐
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／
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Ｊ
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ｌ
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癖
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癖
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唖
岫
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嘩
副
職
言
犀
鞭
蔀
働
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離
和
酔
毛
れ
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右
足
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重
傷
“
帥
”
糀
澤
岬
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進
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原
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●
●
●
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旬
■
砿
砺
如
心
一

■
⑪
●

旬巳

自
●
●
。
。
●
。
●
①
●
杢

■
ｐ
●

●
●
●
二

ｇ
●
ｅ

具
申
■

■
■
●
●
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■
●
●
○
℃
エ

●
■
■
○
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■
や
●
■
ロ
エ

ｐ
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ｂ

１
１
世

青少年センタ－で は

自
宅
で
遊
ん
で
い
て
、
道
路
に
飛
び
出
車
の
直
前
の
横
断
に
よ
る
事
故
年
齢
別
で
は
、
７
歳
（
５
名
）
、
５
歳

②
し
車
に
は
ね
ら
れ
、
左
大
腿
骨
骨
折
．
４
月
Ⅳ
日
午
後
３
時
鋤
分
ご
ろ
、
北
（
４
名
）
が
多
い
。

も
の
で
ば
あ
り
ま
せ
ん
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で

あ
り
、
あ
わ
せ
て
関
係
機
関
の
連
絡
を

と
り
な
が
ら
、
は
じ
め
て
達
成
で
き
る

も
の
で
す
。

青
少
年
を
と
り
ま
く
俗
悪
な
社
会
環

境
は
、
書
店
、
映
画
館
、
金
物
店
、
塗

料
店
、
文
房
具
店
、
玩
具
店
・
薬
局
、

薬
店
、
喫
茶
店
、
飲
食
店
、
旅
館
な
ど
、

み
な
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
、
青
少

年
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
行
動
を
発
見
し

た
場
合
に
は
、
注
意
し
た
り
、
青
少
年

セ
ン
タ
ー
や
警
察
へ
連
絡
す
る
な
ど
し

て
非
行
防
止
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

①
書
店
な
ど
で
は
、
有
害
図
書
の
立

読
み
や
販
売
に
注
意
す
る
。

②
塗
料
、
玩
具
店
な
ど
で
は
、
シ
ン

ナ
ー
、
ボ
ン
ド
、
接
着
剤
な
ど
を

買
い
に
き
た
と
き
は
、
購
入
す
る

理
由
を
確
認
し
、
鴫
歳
以
上
の
者

＝

で
あ
っ
て
も
正
当
な
理
由
を
明
ら

か
に
し
な
い
場
合
に
は
、
販
売
し

な
い
。

③
薬
局
、
薬
店
な
ど
で
は
、
睡
眠
薬

や
鎮
痛
剤
な
ど
を
青
少
年
に
販
売

し
な
い
よ
う
に
す
る
。

④
喫
茶
店
な
ど
で
は
、
飲
酒
、
喫
煙

な
ど
の
不
良
行
為
が
行
わ
れ
や
す

い
の
で
注
意
す
る
。

二
咋

多
い
親
の
無
関
心

青
少
年
の
非
行
の
問
題
は
、
一
人
ひ

と
り
の
注
意
と
社
会
環
境
の
整
備
な
ど

が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
や
は
り
、
家

庭
に
問
題
が
あ
る
よ
う
で
す
。

わ
が
子
が
〃
毒
芽
″
に
か
か
っ
て
も

平
気
で
い
ら
れ
る
親
は
い
な
い
は
ず
で

す
。
心
身
と
も
に
ま
だ
未
熟
で
判
断
力

の
乏
し
い
青
少
年
を
〃
転
落
″
の
危
機

か
ら
救
う
最
善
の
道
は
〃
早
期
発
見
″

に
あ
り
ま
す
。

日
常
生
活
の
変
化
は

非
行
の
き
ざ
し

ふ
だ
ん
か
ら
日
常
生
活
に
細
か
く
目

を
配
り
、
帰
宅
時
間
の
変
化
や
、
成
績

の
動
向
、
友
だ
ち
と
の
つ
き
合
い
に
気

を
く
ば
る
一
方
、
服
装
や
持
ち
物
が
急

に
ハ
デ
に
な
っ
た
り
し
な
い
か
、
ま
た

親
に
対
す
る
こ
と
ば
づ
か
い
が
以
前
に

比
べ
て
乱
暴
に
な
っ
て
は
い
な
い
か
な

ど
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

日
常
の
ち
ょ
っ
と
し
た
と
こ
ろ
に
非

行
に
転
落
す
る
結
果
を
招
か
な
い
と
も

か
ぎ
り
ま
せ
ん
。

家
庭
で
は
、
社
会
の
一
員
と
し
て
の

自
覚
を
持
た
せ
る
よ
う
、
ふ
だ
ん
か
ら

よ
く
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

一
７
月
１
日
か
ら
７

－
「
青
少
年
を
非
行
か

一
強
調
月
間
」
で
す
。

）

○
献
血
で
き
る
人
は

満
照
歳
以
上
、
妬
歳
未
満
の
人

体
重
は
、
男
性
が
妬
キ
ロ
グ
ラ
ム

女
性
は
知
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
超
え
る
方

で
、
前
回
の
献
血
か
ら
１
か
月
以
上

た
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

女
性
の
場
合
、
妊
娠
中
と
か
産
後
６

か
月
以
内
の
方
は
、
献
血
で
き
ま
せ

ん
。

車
で
献
血
に
こ
ら
れ
る
方
は
、
駐
車

場
が
確
保
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

街
頭
献
血
の
お
知
ら
せ

夏
は
献
血
用
血
液
が
不
足
し
ま
す
。

海
や
山
へ
出
か
け
る
人
が
多
い
う
え
暑

さ
で
献
血
者
が
減
っ
て
、
血
液
が
不
足

す
る
た
め
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
献
血
を

呼
び
か
け
る
わ
け
で
す
。

と
き
７
月
”
日
（
金
）

午
前
、
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

と
こ
ろ
高
萩
駅
派
出
所
前
広
場

高
萩
駅
東
口
広
場

＝

鱒

蕊 鰯蕊慰
露

認

燃鐵灘



(第232号） 市報たかはぎ (6）

東
小
学
校
は
、
小
学
生
以
下
、
高
萩

中
学
校
は
、
中
学
生
以
上
で
す
。

市
教
育
委
員
会
で
は
、
体
力
つ
く
り

を
目
的
と
し
た
体
育
行
事
を
計
画
し
ま

し
た
。
あ
な
た
も
健
康
増
進
と
体
力
向

上
を
目
ざ
し
て
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

プ
ー
ル
開
放

東
小
学
校
と
高
萩
中
学
校
の
プ
ー
ル

を
、
次
の
期
間
中
一
般
開
放
し
ま
す
。

せ
ん
て
い
、
肥
料
の
あ
て
か
た
に
よ
っ

「
さ
つ
き
は
、
ど
こ
の
家
に
も
２
本
く
ん
だ
の
は
、
終
戦
後
の
昭
和
型
年
ご
て
、
同
種
の
さ
つ
き
で
も
人
に
よ
っ
て

や
３
本
は
あ
る
は
ず
で
す
ｌ
」
と
語
ろ
か
ら
で
さ
つ
き
歴
は
訓
年
と
永
い
。
は
、
変
っ
て
き
ま
す
わ
。
と
く
に
肥
料

る
棚
谷
喜
市
さ
ん
（
沌
歳
）
Ⅱ
大
和
町
「
初
め
は
、
趣
味
で
手
が
け
て
い
た
が
た
い
せ
つ
・
油
か
す
５
、
骨
粉
１
、
魚

２
の
９
８
Ⅱ
は
、
全
国
皐
月
花
季
陳
列
ん
で
す
が
、
花
の
変
化
や
、
苗
木
の
成
粉
１
．
５
、
米
ぬ
か
２
，
コ
ウ
ラ
ン

展
（
銘
花
の
部
Ⅱ
翠
扇
Ⅱ
５
年
生
）
で
長
が
早
い
の
で
…
・
・
・
そ
れ
で
今
日
ま
で

（
熱
を
出
さ
せ
る
）
０
．
５
の
割
合
が

い
い
よ
う
で
す
。
」
と
苗
木
を
育
て
る

み
ご
と
県
内
で
は
初
め
て
の
読
売
新
聞
き
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
昔
は
、

コ
ツ
を
一
言
。

社
賞
を
受
け
ま
し
た
。
品
種
が
少
な
か
っ
た
ね
。
最
近
で
は
、

為
Ｗ
民
農

鯵

棚
谷
さ
ん
は
、
昭
和
５
年
に
さ
つ
き
２
，
０
０
０
種
は
あ
る
で
し
ょ
う
。
私

を
手
が
け
て
い
た
が
、
本
格
的
に
と
り
は
７
０
０
種
ぐ
ら
い
は
一
目
で
わ
か
る

三
二
一
一
一
一
二
一
一
二
一
一
一
一
二
一
一
二
一
一
二
一
一
三
一
一
三
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
室
一
一
二
一
一
二
一
一
一
一
一
二
一
二
一
一
一
二
一
一
一
二
コ
二
二
’
’
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
一
二
一
二
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
一
二
一
一
二
一
一
二
一
一
二
二
一
一
一
一
一
一
一

（
日
）
鋤
日
（
日
）

体
力
つ
く
り
の
季
節
で
す
申
し
込
鳥
絢
切
，
？
Ⅲ
”
日
ま
ゞ

参
加
料
未
定

午
後
１
時
１
４
時

８
月
４
日
（
土
）

８
月
ｎ
日
（
土
）

８
月
鵡
月
（
土
）

８
月
窃
日
（
士
）

f

午
前
９
時
？
４
菫

８
月
５
日
（
日
）
一

８
月
旭
日
（
日
）
｜

８
月
蛸
日
（
日
）
↑

８
月
恥
日
（
日
二

少
年
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

期
日
及
び
日
程
８
月
加
日
（
月
）

幻
日
（
火
）
塑
日
（
水
）
詔
日

（
木
）
型
日
（
金
）
お
日
（
土
）

妬
日
（
日
）

会
場
高
萩
市
民
体
育
館
午
前

９
時
か
ら
皿
時
ま
で

参
加
対
象
市
内
小
・
中
学
校
児
童
生

徒
鋤
名

参
加
料
１
人
６
０
０
円

申
し
込
み
締
め
切
り
８
月
晦
日
ま
で

第
６
回
市
長
杯
争
奪
軟
式
野
球
大
会

９
月
２
日
（
日
）
９
日
（
日
）
晦
日

（
祝
）
陥
日
（
日
）
認
日
（
祝
）
型
日

（
）

市
民
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

と
き
９
月
９
日
（
日
）

中
学
校
と
市
民
体
育
館
の
一
般
開
放

高
萩
中
学
校
（
４
月
ｌ
翌
年
３
月
）

毎
週
木
曜
日

秋
山
中
学
校
と
松
岡
中
学
校
（
４
月
ｌ

皿
月
）
毎
週
水
曜
日

時
間
は
午
後
６
時
１
９
時
ま
で

市
民
体
育
館
（
毎
月
第
３
日
曜
日
）

「
家
庭
の
日
」
、
午
前
９
時
か
ら
午
後

４
時
ま
で

※
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
（
電
③
１
１
３
１
）
か
、
市

民
体
育
館
（
電
③
２
５
５
２
）
へ
ど
う
ぞ

こ
こ
に
は
、
ま
た
、
亀
谷
地
と
い
う

深
呼
吸
を
す
れ
ば
、
緑
の
香
り
一
糀

名
の
湿
原
が
あ
る
。
水
戸
市
に
住
む
長

の
空
気
が
、
か
ら
だ
の
す
み
ず
み
ま
示

谷
川
さ
ん
（
茨
城
山
草
会
会
長
）
と
い

し
み
こ
む
。

う
方
が
、
営
林
署
か
ら
一
町
歩
ほ
ど
の

（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）

土
地
を
借
り
て
、
野
生
植
物
園
と
い
っ

た
も
の
を
つ
く
っ
て
い
る
、
こ
の
奇
特

な
方
に
よ
っ
て
、
何

百
種
類
も
の
植
物
が

植
え
込
ま
れ
た
。

筆
者
は
、
一
昨
年

生
ま
れ
て
始
め
て
、

一
輪
の
ミ
ヅ
、
ハ
シ
ョ

ウ
を
、
こ
こ
で
見
せ

て
も
ら
っ
た
時
の
感

動
を
い
ま
も
忘
れ
な

ま
で
あ
る
。
天
然
と
は
、
信
じ
難
い
人

も
多
か
ろ
う
。
営
林
署
の
土
地
で
”
ふ

だ
ん
は
立
入
禁
止
に
し
て
い
る
。
や
は

り
、
荒
さ
れ
て
し
ま
う
か
ら
だ
ろ
う
。

亀
谷
地
の
ミ
ヅ
バ
シ
ヨ
ウ

一
‐
ザ
）

一

八
羽
Ｖ
シ
ラ
カ
ー
）
バ

ー
｜

北
茨
城
市
の
花
園

神
社
は
、
有
名
で
あ

る
。
こ
の
神
社
の
あ

る
奥
花
園
一
帯
は
、

自
然
の
宝
庫
と
し

て
、
す
ば
ら
し
い
も

の
が
多
い
。
天
然
の

白
樺
林
も
あ
り
、
百

本
位
が
群
生
し
て
い

る
。
大
は
電
柱
く
ら

い
の
、
太
さ
の
も
の

い
。

長
谷
川
さ
ん
の
丹
精
こ
め
た
こ
の
湿

原
も
、
心
な
い
〈
イ
カ
ー
に
よ
っ
て
荒

さ
れ
、
植
物
名
入
の
木
札
の
み
が
乱
立

し
て
い
る
と
こ
ろ
さ
え
あ
る
。

西
部
劇
に
も
出
て
こ
な
い
よ
う
な
、

雨
露
を
し
の
ぐ
丈
の
小
屋
ま
で
立
て
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
の
で
、
宿
泊
が
出
来

る
旬

本
会
で
は
、
今
月
の
７
月
詔
日
（
土
）

一
泊
で
「
観
察
会
」
を
予
定
し
た
の
で

参
加
者
を
募
集
し
て
い
る
。

（
連
絡
先
Ⅱ
高
萩
市
民
体
育
館
電
③
２

５
５
２
）
ま
で
。

野
鳥
と
と
も
に
起
き
出
し
て
、
オ
オ

ル
リ
、
ク
ロ
ッ
グ
ミ
な
ど
の
美
声
を
堪

能
し
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
。

深
呼
吸
を
す
れ
ば
、
緑
の
香
り
一
杯

の
空
気
が
、
か
ら
だ
の
す
み
ず
み
ま
で

し
み
こ
む
。

（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）

～

天
然
林
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一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

ま
た
「
常
陸
誌
料
」
に
は
、
成
貞
に

子
が
無
か
っ
た
の
で
、
赤
浜
妙
法
寺
に

仮
ず
ま
い
を
し
て
い
た
、
小
山
小
次
郎

と
い
う
者
を
娘
の
聟
に
し
て
、
あ
と
を

つ
が
せ
た
、
と
あ
る
。
し
か
し
、
文
明

十
六
年
（
一
四
八
四
）
の
鏡
明
神
棟
札

に
あ
る
よ
う
に
、
成
貞
隠
退
の
あ
と
を

つ
い
で
竜
子
山
城
主
と
な
っ
た
の
は
、

兵
庫
頭
隆
成
で
あ
る
の
で
、
娘
聟
小
山

小
次
郎
に
家
督
を
つ
が
せ
た
と
い
う
の

発破作業のお知らせ

秒､“”
"9確史

54年6月18日から55年3月12日まで

昭和54年6月18日から昭和55年3月12日まで、手

綱工業団地内で火薬（ダイナマイ I､等）を使用して
爆破作業を行います。

爆破作業の際、飛び石がありますと、非常に危険
ですので、次の時間帯には、当地区内に、絶対近寄
らないようご協力をお願いします。

8時から8時50分まで

発破時間 12時から12時30分まで
17時30分から18時まで

※岩石の爆砂した際の飛び石は、鋭利な刀物と同じよ

うにとがっており、非常に危険です。

赤浜妙法寺過去帳

(三十四） 志田諄一

は
疑
わ
し
い
。
だ
が
成
貞
が
子
の
隆
成

と
不
和
に
な
り
、
岩
城
親
隆
が
和
解
の

労
を
取
っ
て
い
る
の
を
み
る
と
、
成
貞

は
親
に
反
抗
す
る
隆
成
を
嫌
っ
て
、
娘

に
郷
養
子
を
と
り
、
家
督
を
譲
ろ
う
と

し
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い

そ
れ
が
親
子
の
仲
を
い
っ
そ
う
悪
化
さ

せ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

成
貞
が
一
族
間
の
対
立
で
苦
し
ん
で

い
た
と
き
、
佐
竹
氏
も
ま
た
一
族
の
争

い
で
危
機
を
迎
え
て
い
た
。
文
明
九
年

（
一
四
七
七
）
、
佐
竹
惣
領
家
を
つ
い

だ
義
治
は
、
一
族
の
山
入
氏
の
攻
撃
を

う
け
て
防
戦
に
苦
し
ん
で
い
た
の
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
近
隣
の
戦
国
大
名
に

対
す
る
防
備
も
お
ろ
そ
か
に
な
っ
た
。

そ
の
す
き
を
ね
ら
っ
て
、
岩
城
常
隆
は

佐
竹
領
内
に
進
撃
し
て
き
た
の
で
あ

庭,(謬芸==ﾐﾐﾐ=一二二二二二＝ ＝＝＝

Ｄ
０
ｄ
ｑ
巳
０
■
９
１
１
Ｊ
Ｉ
ｂ
Ｄ
１

Z二二三

企|則’

）
》

上忌

る
。
岩
城
勢
は
車
城
、
竜
子
山
城
、
山

直
城
（
十
王
町
友
部
）
を
破
り
、
村
松

で
佐
竹
軍
と
交
戦
し
、
村
松
山
日
光
寺

の
堂
塔
を
焼
き
は
ら
っ
て
太
田
城
に
せ

ま
っ
た
。

8月の日曜診療のお知らせ

診療時間は午前9時から午後4時まで

８
６

１
５

３
１

２
３

Ｉ
ｊ

３
２

１
く

戸医院 ｜安良川8月 5日
』号才

ノ、

院

院

院

樫村医 大和町

〃 12日

'一王町友部’ （十認66十王医

大和町 （2） 213719日 内田病〃

飯島医院大和町 ｜ （2） 2235〃 26日
車城のあったあたり （北茨城市）

か
え
る
は
親
不
孝

上
手
綱
長
谷
部
サ
イ

そ
の
昔
、
よ
れ
っ
と
な
子
ど
も
を
持

っ
た
親
が
あ
っ
た
ん
だ
っ
て
。
そ
ん
で

何
言
っ
て
も
、
親
の
言
う
ご
と
、
ま
ど

も
に
間
か
ね
え
で
、
よ
れ
道
理
ば
か
り

か
た
ん
だ
っ
て
。

そ
ん
で
、
こ
ん
だ
、
親
は
、
こ
ん
な

に
よ
れ
ば
か
り
語
っ
て
ん
で
は
、
「
俺

が
死
ん
だ
ら
ば
見
晴
ら
し
の
良
い
所
さ
行
っ
た
が
ら
、
そ
し
た
ら
、
親
に
会
え

埋
め
で
く
る
。
」
っ
て
言
え
ば
、
川
（
｝
だ
ん
だ
っ
て
。
つ
ば
め
が
着
い
だ
時
は

ぷ
ぢ
へ
埋
め
ら
れ
っ
ぺ
て
。
「
川
っ
ぶ
親
は
目
を
落
っ
ご
ど
っ
し
や
っ
た
ん
だ

ぢ
さ
埋
め
で
く
る
。
」
っ
て
言
え
ば
、
っ
て
。

見
晴
ら
し
の
良
い
所
さ
埋
め
で
く
れ
ん
そ
ん
だ
か
ら
、
つ
ば
め
は
穀
食
べ
ら

だ
っ
ぺ
が
ら
っ
て
、
こ
ん
だ
、
あ
く
こ
れ
ね
が
、
す
ず
め
は
穀
食
く
ら
れ
ん
だ

．
ヘ
に
「
お
っ
母
さ
き
死
ん
だ
ら
、
川
っ
と
．

ぶ
ち
さ
埋
め
で
く
れ
る
よ
。
｜
っ
て
頼
こ
の
昔
話
は
、
話
者
の
話
し
こ
と
ば

ん
だ
ん
で
す
と
。
を
そ
の
ま
ま
書
き
起
こ
し
た
も
の
で
す

そ
の
蛙
は
、
「
一
生
に
い
つ
・
へ
ん
ぐ
高
萩
の
民
話
調
査
編
集
委
員
会
（
電

ら
い
は
、
親
の
言
う
事
も
間
か
ね
え
か
③
１
１
３
１
）
高
萩
市
教
育
委
員
会
内

二
一
一
一
’
’
一
一
一
一
一
］
｛
二
二
二
一
一
一
一
一
二
一
再
室
一
一
一
一
室
一
一
一
一
国
一
一
一
一
』
一
一
一
一
』
一
一
一
一
一
一
一
一
『
一
一
一
一
』
二
一
写
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
｛
一
一
二
一
壱
一
』
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
重
二
一
一
一
一
一
一
一
一

一
報
症
誌
唾
鋪
（
２
期
）

７
月
の
納
税

》

庭
騨
蜂
琶
の

多
忘
２
写
勺
再
母
予
凸
ｖ
Ｉ
ａ
Ｆ
竹
買
Ｗ
玉
侈
０
４
、
刷
卒
哨
野
■
主
Ｆ
Ｊ
Ｊ
部

(その⑬）

な
ん
め
え
。
」
っ
て
思
っ
て
、
ま
ど
も

に
間
い
で
、
川
っ
ぷ
ぢ
さ
埋
め
だ
っ
て
。

そ
ん
で
、
五
月
田
植
え
ご
ろ
に
な
つ

と
、
ゲ
ー
コ
、
ゲ
ー
コ
、
蛙
が
鳴
ぐ
と

田
植
え
に
よ
ぐ
昔
っ
か
ら
、
「
親
が
流

れ
る
。
親
が
流
れ
る
。
」
っ
て
い
う
ん

で
す
が
ね
。

よ
れ
っ
と
Ⅱ
ひ
ね
く
れ

す
ず
め
孝
行

中
戸
川
樫
村
た
つ

昔
、
親
が
急
病
だ
と
、
沙
汰
が
く
る

で
し
ょ
う
。
雀
は
親
が
大
病
だ
っ
て
き

た
ら
、
ざ
ん
ぎ
り
頭
で
も
、
ぼ
ろ
衣
装

で
も
、
何
で
も
か
ん
ま
ね
え
が
ら
、
早

く
行
げ
ぱ
、
い
ぎ
会
え
る
っ
て
。

そ
の
つ
ば
め
は
、
い
げ
ね
え
仕
度

（
そ
ま
つ
な
）
と
っ
て
、
頭
と
が
し
て

や
っ
た
が
ら
、
つ
ば
め
は
親
に
い
ぎ
会

え
な
が
っ
た
っ
て
。

す
ず
め
は
、
何
で
も
か
ん
ま
ね
っ
て
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公民館の目標

明るく、きれいな公民館

愛され、親しまれる公民館

気楽に、集まれる公民館

高萩市中央公民館

高萩市大字高萩17－3

（電話）3－11里5

また、 月刊誌文芸春秋、新潮婦人公

論、 レクリエーション、暮しの手帳を購

入しましたので、ご利用ください。次号

が出た場合前号の貸出しを行ないます。

なお、読みたい本が書架になかったら

気軽にお申出ください．できる限りリク

エストに応じます。

献本ありがとう

利用ずみになった本が、押入れの中な

どに眠っていませんか。献本してもよい

ものがありましたら、ご協力ください。

次のかたがたから、多数の図書の献本

自然の中での交流を（中学龍）

「野外活動のつどい」に参加しよう
7 【 1 1 I I I l I l l I l I 1 I I l IMl I l I I l I 1 1 I 1Ⅱ1 1 1Ⅱ1 1 1 1 1 1ⅡⅡ1 1 1Ⅱl I Il I lⅡ1 1 1Ⅱ1 11Ⅱl l I 1 I II I l l I lⅡ1 1 1 1 ｣ l l l I l l I l l l l I l l I l I I I l I l I l I l l I I I 1 I I l I I I l I l I I l l I j l I l I I l I l l I I l l I I J

中央公民館では、夏休みのはじめ、市

内中学生を対象に「野外活動のつどい」

を県立里美野外活動センターを会場に行

ないます。大自然の中で共同生活や、 レ

クリエーションをとおして、たくましい

体力や好ましい生活習|賞を身につけ、友

情、責任、協力の中で、中学生同志の交

一流を深めようと計画したものです。
お父さん、お母さん、お子さんをこの

「つどい」に参加させてください。会場

牙なる活動センターには､力､ブユはいま

せんし、野外活動のベテランの先生や、

高校生会のお兄さんお姉さんがいっしょ

に生活をし指導をしてくれます。

と き 7月24， 25， 26日（2泊3日）

ところ茨城県立里美野外活動センター

（久慈郡里美村窃029482-2211）

対象者市内の中学生（50名） ・ノ

会費1I1,500円（傷害保険料を含む）

内容キヤンプフアイヤー、川遊び、

野鳥・植物観察、オリエンテー

リング、軽スポーツ、各種ケー

ム、飯合炊はん、その他

デー申込み住所、氏名、保護者名、学校名

学年を記入し､、直接、会費を添一

えて7月18日までに中央公民館

へ申込んでください。定員にな

『 りしだい締め切ります。

受付期間 7月30日から8月3日まで ’ﾉwﾉ"･ﾉｰ〃･ﾉｰ〃､'つ、妻郵Uﾉ凶言vﾉ'刊人午

をいただきました。ご協力ありがとうご
申込み方法直接中央公民館へ来館のう

ざいました。えお申込みください。

○宇佐美敏雄さん＝有明町○宍戸昭夫さ

銅蕊蕊露驫駕識灘
「本をお貸しします司

安良川○匿名2名

一月刊誌もご利用ください－ おわびと訂正

中央公民館図書室では、本の貸出しを 6月号の市報7ページの善意ありがと

行っています。 1人5冊まで2週間無料 うの欄で、はぎ料理クラブとあるのは、

で借りられます。手続きは簡単ですから 公民館まつり軽食堂部の誤りでした。お

気軽にお申込みください． わびして訂正いたします。

■ロニ

β毛■

日挫
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お知らせ

7月15日

高萩の海岸清

掃にご協力を

高萩市市民運

動推進協議会

では、各種団

体や町内会の

協力を得て、

7月15日の午

前7時30分か

ら高萩海岸の

清掃をします

市民の承な

さんの協力を

お願いしま

す。

－着付講座生を募集一

L受付けは7月30日から」
中央公民館で着付講座を開きますから

ご応募ください。

なお、現在他の講座を受講されている

かたはご遠慮ください。

とき 9月から11月まで、毎週火曜日

午前9時30分から11時30分

（月4回計12回）

ところ高萩市中央公民館日本間

定員20名 受講料、 無料
■ 勺

講師有馬トミ子先生（北茨城市)

＝ ⑤ シ ー . 二

＝ 二

＝ ＝

＝ ＝

万葉歌碑 絵と文伊藤龍馬 三二

＝

＝ ＝

遠妻し高にありせぱ知らずとも 三＝

＝

＝ 二

手綱の浜の尋ね来なまし ＝＝

＝ ＝

と万葉集に歌われた手綱の浜は、今の赤浜か高戸の浜である 三
二

二

＝ こ

うか。 ＝二 二

二

昨秋この歌碑が、高萩霊I詞の海を見下す亭のほとりに、文化 弓
二

＝

＝ 二

協会の発起によって建てられた。害は笠谷秀石先生で、これか 二
二 二
＝

＝

らは史跡としてこの地を訪ずれる人も多くなるであろう。 冒
二 二
＝

＝ 二
＝ ＝
＝ 二
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